


── FCP共通工場監査項目を使って、
　　まずはセルフチェックを。

品質管理のための

チェックのツール、あります。

農林水産省の呼びかけで多くの食品産業事業者や関連事業者が参画する

FCP（フード・コミュニケーション・プロジェクト）では、

「工場監査項目の標準化・共有化研究会」において、工場監査で求められる確認項目を整理した、

業種や業態を問わずに誰でも使える「FCP 共通工場監査項目」を用意しています。

あなたの工場では、
このようなチェックをしていますか？

❶ ライン越しの作業で白衣からゴミが落ちませんか？

❷ 他のものに触れた手で生肉を扱うことはありませんか？

❶ トレーとガイドが擦れて金属粉が出ていませんか？

❷ トレーをガイドに、上から順に入れるようにしていませんか？

❶ 包丁の柄の部分に水が溜まる構造になっていませんか？

❷ 始業前に刃こぼれがないかの確認を忘れていませんか？

❶

❶

❷

❶❷
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！

FCPで取りまとめた「FCP共通工場監査項目」を使って、まずは工場の自社チェック（セルフチェック）をしてみましょう。

あなたの工場でも、
まずはセルフチェックをしてみましょう。

取引先から工場監査の申し入れがあったら、それは第三者の目であなたの工場の品質管理状況をチェックしてもらう

良い機会となるはずです。より安全で信頼される食品を消費者に届けるパートナーとして、いっしょに改善点を見つけ

られるよい関係づくりを目指しましょう。

取引先から工場監査の申し入れがあったら…。
それは、より良い品質管理のための
大切なアドバイスです。

目的や用途でチェック項目が選べます 該当する場合はここにチェック
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使いたい用途・目的をクリックすると用途別・目的別のシートが自動生成できます。
（javaスクリプトをonにしてご利用下さい。）

基本的な衛生管理の確認

コンプライアンス関連の確認

社内教育

二者監査 新規監査

定期監査

すべての危害のチェック

リスク別に監査を行う
（以下から監査したいリスクを選択して下さい）

生物学的危害のチェック

物理的危害のチェック

化学的危害のチェック

食物アレルギー物質のチェック

決定 

基本事項の確認として
□ 基本的な衛生管理を確認したい…

監査の場面では
□ 初めての監査で使用したい…
□ 数回目の定期監査で使用したい…

管理したい項目や用途からは

□ 菌やカビによる汚染を防ぎたい
　 ………（生物学的危害）
□ ガラス片、プラスチック片、ゴムパッキン等の
　 異物混入を防ぎたい
　 ………（物理的危害）
□ 洗剤、殺虫剤などの薬剤の混入を防ぎたい
　 ………（化学的危害）
□ 食物アレルギー物質の混入を防ぎたい

1

監査の目的
監査の種類
（用途）

リスク
（複数選択可）

──用途別・目的別に、チェック項目を自動作成できます！

用途や目的にあわせ

品質管理状況をチェックしたい。

コンプライアンスの面からは

□ 法令の遵守だけでなく、会社の理念や倫理、社会の
　 要請に対応したい…

※FCP共通工場監査項目におけるコンプライアンスは、法令を遵守するこ
とだけでなく、企業理念の実践、企業倫理の遵守や倫理的行動など、社会的
な要請に応答する意味も含みます。

3 4
2

1

2

3
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小項目
監査
項目

ＦＣＰ工場監査項目
レ
ベ
ル

要求水準 チェック 備考

製造加工場

0原料受入～保管

るいてれさ施実り通ルールが鼠防・虫防2施実の策対鼠防・虫防42るいてし理管び及管保で下件条たじ応に資物達調
○現場に虫・鼠、又はそれらの痕跡がないこと
を確認

調達物資に応じた条件下で保管及び管理している 26
調達物資（原材料など）の必要に応じた保管条件の
遵守

タンコの質物ーギルレア・認確を態状管保○るいてれさ守遵が件条管保の質物達調1 ミネーション等ないよう保管されていること

調達物資の適切な保管及び管理を行うために、適切な施設ま
たは設備を備え、管理している

29 保管施設の清掃の実施 2 保管施設の清掃がルール通り実施されている ○保管施設現場を確認

調達物資の適切な保管及び管理を行うために、適切な施設ま
たは設備を備え、管理している

29 保管施設の清掃の実施 2 保管施設の清掃がルール通り実施されている ○清掃道具を確認

調達物資の適切な保管及び管理を行うために、適切な施設ま
たは設備を備え、管理している

29 保管施設の清掃の実施 認確を録記掃清の設施管保○るあが録記掃清の設施管保3

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

1施実の策対止防入混の類品備83
備品類、及び備品類に由来する異物の混入防止対策の
ルールがある

○備品類及び備品類に由来する異物の混入
防止対策のルールを確認

・異物となり得るものの持ち込みが禁止、周知されていること

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

38 備品類の混入防止対策の実施 1
備品類、及び備品類に由来する異物の混入防止対策の
ルールがある

○備品類及び備品類に由来する異物の混入
防止対策のルールを確認

・備品類は員数管理がされていること

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

38 備品類の混入防止対策の実施 1
備品類、及び備品類に由来する異物の混入防止対策の
ルールがある

○備品類の混入防止対策状況を確認

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

38 備品類の混入防止対策の実施 2 備品類の混入防止対策がルール通り実施されている
○備品類の混入防止対策がルール通り実施
されていることを確認

・備品の割れや欠け等がないこと

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

38 備品類の混入防止対策の実施 2 備品類の混入防止対策がルール通り実施されている
○備品類の混入防止対策がルール通り実施
されていることを確認

・備品類の整理整頓がされていること

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

38 備品類の混入防止対策の実施 2 備品類の混入防止対策がルール通り実施されている
○備品類の混入防止対策がルール通り実施
されていることを確認

・禁止物の持ち込みがないこと

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

38 備品類の混入防止対策の実施 3 備品類の混入防止対策が必要に応じ記録されている ○私物等持込の場合の出入数の記録を確認

異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでい
る

るいてれさ録記じ応に要必が策対止防入混の類品備3施実の策対止防入混の類品備83 ○現場における備品類の点検記録を確認

微生物及びアレルギー誘起物質の交差汚染を防ぐ対策をとっ
ている

44
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の
動線の確認

1
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の動線の
ルールがある

○交差汚染が起きにくいような、原材料・製
品・包材の動線のルールを確認

・またその動線は、適宜見直しがされていること

微生物及びアレルギー誘起物質の交差汚染を防ぐ対策をとっ
ている

44
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の
動線の確認

1
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の動線の
ルールがある

○交差汚染が起きにくいような、原材料・製
品・包材の動線のルールを確認

・器具について使い分けがされていること

微生物及びアレルギー誘起物質の交差汚染を防ぐ対策をとっ
ている

44
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の
動線の確認

1
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の動線の
ルールがある

○交差汚染が起きにくいような、原材料・製
品・包材の動線のルールを確認

・アレルゲン原料を考慮した工程、管理、生産スケジュール等のルー
ルがあること

微生物及びアレルギー誘起物質の交差汚染を防ぐ対策をとっ
ている

44
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の
動線の確認

1
交差汚染が起きにくいような、原材料・製品・包材の動線の
ルールがある

○交差汚染が起きにくいような、原材料・製
品・包材の動線のルールを確認

・コンタミネーションの防止を考慮した洗浄ルールがあること

製造工程中の食品の品質及び衛生検査を行っている 45
原材料の品質検査及び必要な場合は衛生検査の
実施

1
品質確認の必要な原材料については、必要な受入れ検
品・品質検査が行われている

○原材料の品質検査ルールの確認。必要な
場合は衛生検査ルールを確認

・製品に影響の大きい原材料、品質のバラツキの大きな原材料等に
ついては、ロット毎あるいは定期的に品質検査が行われていること

製造工程中の食品の品質及び衛生検査を行っている 45
原材料の品質検査及び必要な場合は衛生検査の
実施

2 原材料の品質確認の記録及び結果対応の記録がある
○原材料の品質確認及び結果対応記録を確
認

・品質検査結果に基づいて適切に対応されていること

製造工程中の食品の品質及び衛生検査を行っている 45
原材料の品質検査及び必要な場合は衛生検査の
実施

2 原材料の品質確認の記録及び結果対応の記録がある
○原材料の品質確認及び結果対応記録を確
認

・検査結果が保管されていること

食品に応じた条件下で保管及び管理している 56
保管のルール（直置き禁止、先入れ・先出し、アレル
ゲン物質区分など）の設定

1
保管のルール（直置き禁止、先入れ・先出し、アレルゲン物
質区分など）がある

○保管のルール（直置き禁止、先入れ・先出
し、アレルゲン物質区分など）を確認

・先入れ先出しが行われていること

食品に応じた条件下で保管及び管理している 56
保管のルール（直置き禁止、先入れ・先出し、アレル
ゲン物質区分など）の設定

2
保管がルール（直置き禁止、先入れ・先出し、アレルゲン物
質区分など）通り実施されている

○保管がルール通り実施されていることを確
認

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 60 保管及び保管状態の点検についてのルールの設定 1 保管及び保管状態の点検についてのルールがある
○保管及び保管状態の点検についてのルー
ルを確認

・製品毎・ロット毎に分けていること

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 60 保管及び保管状態の点検についてのルールの設定 1 保管及び保管状態の点検についてのルールがある
○保管及び保管状態の点検についてのルー
ルを確認

・不適合品は別保管していること

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 61 保管及び保管状態の点検についてのルールの実施 1 保管及び保管状態の点検についてのルールがある
○保管及び保管状態の点検についてのルー
ルを確認

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 61 保管及び保管状態の点検についてのルールの実施 2 保管及び保管状態の点検がルール通り実施されている
○保管庫がルール通り点検されていることを
現場で確認

・ロット毎に分けていること

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 61 保管及び保管状態の点検についてのルールの実施 2 保管及び保管状態の点検がルール通り実施されている
○保管庫がルール通り点検されていることを
現場で確認

・不適合品を分けていること

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 62
工程・倉庫内における整理整頓の実施（区分管理、
先入れ・先出しの実施などを含む）

2
工程・倉庫内における整理整頓がルール通り実施されてい
る

○工程・倉庫内がルール通り整理整頓が実施
されていることを確認

・最終商品に使用する原材料が整理整頓されていること

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 62
工程・倉庫内における整理整頓の実施（区分管理、
先入れ・先出しの実施などを含む）

2
工程・倉庫内における整理整頓がルール通り実施されてい
る

○工程・倉庫内がルール通り整理整頓が実施
されていることを確認

・原料・仕掛品・包装資材がロット（区分）管理されていること

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 63
製品ロットごとに原材料ロットをトレースできる手順
の明確化

1 製品ロットごとに原材料ロットをトレースできる手順がある
○製品ロットごとに原材料ロットをトレースでき
る手順を確認

・最終製品ロット毎に原材料がトレース（確認）できること

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている 64 原材料のロット記録の保管 2 原材料のロット記録がルール通り保管されている
○原材料のロット記録がルール通り保管され
ていることを確認

ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている るいてれさ管保り通ルールが録記トッロの品製2管保の録記トッロの品製56
○製品のロット記録がルール通り保管されて
いることを確認

・ルール通りに記載されたロット記録が、保管されていること

監査手法

【定期監査】物理的危害×化学的危害

Copyright (C) 2011 MAFF All Rights Reserved.

FCP共通工場監査項目の活用シーン

必要な監査項目が網羅された
工場監査シートをプリントアウトして監査が実施できる！

社内向け 対外向け

セルフチェック
● 監査前の準備に…
● 現状の自己点検に…

社内教育
● 社員の講習テキストとして…
● 新人や不慣れな方向け教材として…

取引前の確認
● 取引先として問題ないか…

取引後の監査
●  監査前にチェックポイントを共有したい…
●実際の監査シートとして…

「FCP共通工場監査項目」について、「用途別・目的別工場監査シート自動作成ページ」を用意しました。

条件をクリックするだけで、簡単に用途や目的に応じた工場監査シートが作成、出力できます。

監査者との目線あわせにより円滑なコミュニケーシ
ョンができる。工場監査をより効率的に進められる。
取引先とより良いパートナーシップが築ける。

自主的に品質管理状況を確認し、必要な箇所の改善
ができる。レベルアップができる。
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検索F C P

その他お問い合わせ先

農林水産省フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局
TEL.03-6744-2397  FAX.03-6744-2369　Email：fcp_ jimukyoku@nm.maff.go.jp

日本フレッシュフーズ協同組合
日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社
財団法人日本食品分析センター
日本生活協同組合連合会
日本製粉株式会社
日本HACCPトレーニングセンター
日本マクドナルド株式会社
ハウス食品株式会社
株式会社阪急クオリティーサポート
ビューローベリタスジャパン株式会社
株式会社BMLフード・サイエンス
株式会社ファミリーマート
株式会社フードサービスネットワーク
フードテクノエンジニアリング株式会社
株式会社マルハニチロホールディングス
みたけ食品工業株式会社
株式会社三越伊勢丹
三菱化学メディエンス株式会社
三菱商事株式会社
三菱食品株式会社
株式会社明治
株式会社ローソン
わらべや日洋株式会社

計48 企業／団体　※企業名五十音順

味の素株式会社
アズビル株式会社
アヅマックス株式会社
イオン株式会社
伊藤ハム株式会社
株式会社イトーヨーカ堂
花王株式会社
株式会社光洋
財団法人 東京顕微鏡院
株式会社J ‒オイルミルズ
株式会社シジシージャパン
株式会社消費経済研究所
全日空商事株式会社
太陽化学株式会社
株式会社髙島屋
株式会社竹中工務店
テーブルマーク株式会社
テュフラインランドジャパン株式会社
株式会社東急ストア
東京サラヤ株式会社
東洋冷蔵株式会社
株式会社虎屋
株式会社ニチレイフーズ
株式会社日清製粉グループ本社
株式会社日本アクセス

〈平成21年度から23年度までの「工場監査項目の標準化・共有化研究会」に参加された
企業のうち、平成24年3月現在で社名掲載の許可をいただいた企業〉

FCPにおける「工場監査項目の標準化・共有化研究会」の成果物として、平成
21年度は「FCP共通工場監査項目（第1.0版）」を、平成22年度は「FCP共通工
場監査項目（第1.0版）要求水準と監査手法」をとりまとめました。平成23年度
からは、さらなる使い勝手の向上と普及に向け取り組みを行っています。

http://www.food-communication-project.jp/

では、現在ネットワーク参加企業を募集しています。FCPホームページでは、
詳しい活動内容や、その他の様々なツールの紹介なども行なっていますので、
ぜひご覧下さい。（ホームページからネットワーク参加登録を行うこともできます）

「フード・コミュニケーション・プロジェクト」（FCP）

「FCP共通工場監査項目」を開発した
「食の信頼向上」に向けた産学官協働のプロジェクト、

http://www.food-communication-project.jp/factory_audit/kansa_index.html
用途別・目的別 工場監査シート 自動作成ページはこちら

http://www.food-communication-project.jp/result/index.html
FCP共通工場監査項目はこちらからダウンロードできます。


